
日本基督教団 八ヶ岳教会 主日礼拝 NO.1350 2024年 10月 13日 10:30~

前 奏 黙想

讃 美 歌 10 わがたまたたえよ

祈 禱

信仰告白 使徒信条 566
聖 書 イザヤ書 29:13~14

コリントの信徒への手紙一 1:18~19
讃 美 歌 453 きけや愛の言葉を

説 教 『 不器用な十字架の言葉 』

祈 禱

讃 美 歌 262 十字架のもとぞ

献 金

讃 詠 547いまささぐるそなえものを

黙 禱

主の祈り 564
頌 栄 543 主イエスのめぐみよ

祝 禱 後 奏

「主は言われた。〔この民は、口でわたしに近づき、唇でわたしを敬うが、心はわたしから遠く離れ

ている。彼らがわたしを敬うとしても、それは人間の戒めを覚え込んだからだ〕(ｲｻﾞﾔ29:13)」。「人間

の戒め」とは何か。列挙できる「救いの条件」ではないか。「条件」を満たして神をも操作する。それ

では「救い」とは何か。調和や充足など願望の実現か。違う、救いの内実は把握できるものではない。

「それゆえ、見よ、わたしは再び、驚くべき業を重ねて、この民を驚かす。賢者の知恵は滅び、聡

明な者の分別は隠される(29:14)」。知恵や聡明さで掴み得るものは「人間の戒め」に過ぎない。見え

る救い、納得できる救い、努力次第で到達できる救いに過ぎない。知恵や聡明さでダメならば、どう

やって神の「驚くべき業」を知るのか。この預言を「Ⅰコリント書」によって読み直してみよう。

「十字架の言葉は、滅んでいく者にとっては愚かなものだが、わたしたち救われる者には神の力。

それは、こう書いてあるから。〔わたしは知恵ある者の知恵を滅ぼし、賢い者の賢さを意味のないもの

にする〕(Ⅰｺﾘﾝﾄ1:18~19)」。まっすぐにキャッチすれば、預言書が語った「驚くべき業」とは、「十字

架の言葉(1:18)」だ。角度を変えれば「ああ、物分かりの悪いガラテヤの人たち～目の前に、イエス・

キリストが十字架につけられた姿ではっきり示されたではないか(ｶﾞﾗﾃﾔ3:1)」となろう。こうした手

紙を著したパウロや、コリントやガラテヤの信徒が、あのゴルゴタでの十字架に立ち会ったのか。否、

十字架の事は伝え聞いているに過ぎない。だが「目の前に」十字架がリアルに示されている。

ではあの時、ゴルゴダの十字架の近くにいたなら、神の「驚くべき業」が掴めるのか。これも否だ。

皮肉なローマ兵は神的な予兆を待ったが来なかった(ﾏﾙｺ15:36)。謙虚な百人隊長はイエスを「神の子

だった(15:39)」と言ったが、まさかここに神がおられるとは思わなかった。そしてイエス御自身でさ

え「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか(15:34)」と叫ぶほどに、神の臨在は隠

されていた。ところが神は、十字架に立ち会った誰にも想像できない姿で、イエスにさえ分からない

形でそこにおられた。苦しむイエスの中で、恥辱を受けるイエスと共に、十字架の上で苦しんでいた。

十字架を前にした誰にとっても神が不在なのは「知恵ある者の知恵を滅ぼし、賢い者の賢さを意味

のないものにする(Ⅰｺﾘﾝﾄ1:19)」ためだった。だから通常の感覚からすれば「十字架の言葉は～愚か

なもの」。しかし十字架の言葉を、神の見えない「驚くべき業(ｲｻﾞﾔ29:14)」と受け取ることができる

なら「救われる者(Ⅰｺﾘﾝﾄ1:18)」となろう。それでは、どう救われるのか。分からない。ただ十字架

だけが知っている。救いなど念頭になくイエスは従った。十字架の孤独と苦しみに陥っても忠実であ

った。御心が秘められた十字架。秘められていてイエスにも納得できなかったが、御心に従った。

キリストは「人間の姿で現れ、へりくだって、死に至るまで従順だった(ﾌｨﾘﾋﾟ2:8)」。平然と従順だ

ったわけではない。神を見失ったまま、神への従順を貫いた。それが「十字架の言葉」。これは「賢者

の知恵や聡明な者の分別(ｲｻﾞﾔ29:14)」で見れば愚かな事であろう(Ⅰｺﾘﾝﾄ1:18)。神はこんな「宣教と

言う愚かな手段によって信じる者を救おうと、お考えになった(1:21)」。これが「十字架の言葉」。

十字架を前にして(ｶﾞﾗﾃﾔ3:1)、救われている私たちは自らの内に、不器用なキリストの命を覚える。

神の臨在や御心が分からずとも いかなる壁で隔てられていても 神の重力は私たちを捉えている

十字架の言葉はキリストの重力 愚かな手段で私たちを救おうとされる神の 具体的な歴史の重力

10/16(水)1:00～3:00 教会カフェ、カフェの中で 1:30～2:00 は聖書の話。10/19(土)1:30～3:00 メ

ディカル・カフェの開催。次主日 10/20 の礼拝では並木せつ子牧師が説教してくださいます。

礼拝堂・集会所の住所：408-0012山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3
連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205北杜市明野町浅尾新田 1324 TEL 0551-25-4008
eﾒｰﾙは komechan.olive @ gmail.com HPは「日本督教団八ヶ岳教会」で検索して下さい。


